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第６８回城南六区親善卓球大会は

８月１２日、港区スポーツセンター

アリーナで開催され、大田区が４年

連続の優勝となりました。 

２位争いは、港区、世田谷区、渋谷

区の３区が３勝２敗、勝ち点「８」で

並び、城南六区ルールである全対戦

チームとのマッチ勝率計算に持ち込

まれた。結果渋谷区が 32 勝 23 敗 

（1.39）で２位、港区が 31 勝 24 敗 

（1.29）で３位、世田谷区が 29 勝 

26 敗（1.12）で 4 位となった。な

お、5 位は品川区、6 位は目黒区の結

果であった。港区は 2 敗のうち、世田谷区には 5-6 で敗れたが、6 敗のうち 5 敗はすべて 2－3 の惜敗で

あり、実力は伯仲していた。また大田区には 4-7 で敗れたが、大田区の若手とベテラン選手層の厚さが優

勝の原動力となった。この中でも、佐藤博紀（港

区）選手が、大田区の郡山選手に 3-0 で勝利した

ことは素晴らしかった。 

 来年は目黒区主管で開催されますが、大田区 5

連覇阻止を目指したいと思います。 

と

監　　督 安本　　隆 (サタデーズ)

軽部　隆介 (サンリツ) 永尾　尭子 (サンリツ)

佐藤　博紀 (ＭＳＮクラブ) 塩見　真希 (サンリツ)

松岡 真也 (アクティブ) 佐藤　加望 (あじさいパールＡ)

宇津　　輝 (好卓会) 長谷川あやか (ＢＥＡＮＳ)

石松　和哉 (日産追浜)

有間　博幸 (ＮＴＴ) 福島　友子 (あじさいパールＡ)

小針　隆志 (ＮＴＴ) 清水めぐみ (サタデーズ)

榎本　　誠 (オーシャンクラブＣ) 齊藤　京子 (さつき)

大木　真二 (ベニレイ) 西宮　澄子 (さつき)

男・女 松本　史夫 (西麻布クラブ)

７０歳以上 島田　治一 (西麻布クラブ)

第6８回城南六区親善卓球大会港区代表選手

男　　　子 女　　　子

一　　　般

４０歳以上

５０歳以上

６０歳以上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 前期男子リーグ戦 （7 月 14 日） 

ＮＴＴ（Ａ） 1 部 ビクトリー 
麻布がまクラブ（Ａ）2 部優勝！ 1部に初昇格 

 

１部 NTT(A) 

２部 麻布がまクラブﾞ(A) 

３部 ジャスティス 

４部 はぴぽん♪ 

５部Ａ 芝公園ﾌﾟﾗｽ T･T(A) 

５部Ｂ メカニコング 

５部Ｃ のろまっこクラブ 

６部Ａ 卓獣会 

６部Ｂ 武士道組(A) 

６部Ｃ 浅草ｵﾔｼﾞ卓球サロン 

６部Ｄ 武士道組(B) 

1 部優勝：NTT(A)チーム 

男子リーグ戦は７月
14 日、56 チーム 250
名を超える選手が参加
し、また、女子リーグ戦
は７月 28 日、３３チー
ム 130 名を超える選手
が参加し開催されまし
た。 

例年本リーグ戦は多
くの選手が参加し、一
つでも上のクラスを目
指し、各チームとも奮
闘しております。 

前期大会は左記の男
女チームがそれぞれ優
勝し、後期リーグは一
つ上のクラスに昇格と
なりました。 

2024 前期女子リーグ戦 （7 月 28 日） 

1 部  
あじさいパール A 2 部優勝！ 後期１部返り咲き 

 

１部 Jiva☆Jiba 

２部 あじさいパールＡ 

３部 オーシャンクラブ 

４部 卓愛会Ａ 

５部Ａ 好卓会 

５部Ｂ あじさいパールＢ 

男
女
前
期
リ
ー
グ
戦
情
報 

 

今後に期待！ 

Jiva☆Jiba 稲葉 史奈 監督談 
１部に上がってもなかなか勝てません 

でしたが、今回初優勝できて本当に嬉

しいです！ 

1 部優勝：Jiva☆Jiba 

男子 6部Ａ優勝 卓獣会（出場 2回目で 5部へ） 女子 5部Ａ優勝 好卓会（（これからも上を目指します） 



 

第７０回新人優勝大会 8/11 

  

 

【左から】3 位 植草 貴弘選手（港区役所） 

優勝 ﾛｰｶﾞﾝ ﾊｸﾞﾜｽﾚ選手（ｼﾞｬｽﾃｨｽ） 

２位 峯 貴昭選手（はぴぽん♪） 

３位 角田 康郎選手（武士道組） 

 

 

 

 

団体戦でも頑張ってください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 位 川口龍之介選手  優勝 髙橋 陸選手 

2 位 中村 奏人選手 3 位 吉田 智寛選手       2 位 山本庸子選手 優勝 松本典子選手 

                               （いずれも「レイヴ」所属） 

 

                                 

次回は一般種目で頑張ってください！！    

 

 

 

 

 

 

                                 

優勝 劉 曦 選手  優勝 原田 晶代選手      

    （Accenture）   （田町卓球倶楽部・仮称）   2 位 半田真望選手   3 位 宇留野友菜選手 

優勝 安藤 榛選手 3 位 近藤千尋選手 

初心者の部 
ジュニア女子の部 

東海大高輪台の仲良しコンビ 揃って入賞 

ジュニア男子の部 

一般女子の部 

一般男子の部 

各
種
目
入
賞
者
の
皆
さ
ん 



 

第６０回体育祭チーム大会 

     

 

  

  

 

第６０回港区体育祭チーム大会は、９月８日日

曜日センターメインアリーナに男子３５チーム、

女子１４チームが参加し熱戦が繰り広げられた。 

予選リーグ終了後の決勝及び順位トーナメン

トはどの試合も接戦となりましたが、男女とも混

成チームが優勝を飾り、順位決定トーナメントで

は、ベテラン揃いの「西麻布クラブ」が勝利した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プルメリア 

森野美智子さん 談 

 

５試合もプレーし

て皆さん疲れました

が、優勝できて大変

嬉しいです。 

また 頑張ります。 

男子 アクティブ・はぴぽん 

女子 さつき・あじ P・BaySide 
が優勝 

 

男子優勝 アクティブ・はぴぽん

女子優勝 さつき・あじ P・BaySide 

男子入賞チーム 

優勝 アクティブ・はぴぽん 

２位  BEANS & MSN 

３位  のろまっこクラブ 

３位  ＪＶＢ（Ａ） 

 

女子入賞チーム 

優勝 さつき・あじ P・BaySide 

２位 Jiva☆Jiba＆青山フラワー 

西麻布クラブ プルメリア 



 個人戦優勝  
          長谷川あやか選手 
          連盟からの推薦で、昨年に 

          引き続き２連覇できました。 

           今年は午前中の団体で嬉 

          しい優勝はできましたが、６

試合も戦ってしまい、個人戦は体力勝負とな

りましたが、皆さんの応援が力となり優勝す 

ることができました。これからもラージボー

ルの普及に頑張っていきたいと思います。 

２０２４年度スポーツフェスティバル東京・ラージボール卓球 ９／１４ひがしんアリーナ 

 
 
 

 

 

 

２０２４年度スポーツフェスティバル東京ラージボー

ル大会は、９月１４日（土）ひがしんアリーナ（墨田区総

合体育館）で開催され、港区代表チームは長年の夢で

あった団体総合優勝を参加者全員の力と応援で実現

しました。 

個人戦は女子４０歳代で長谷川あやか選手が優勝、

男子６５～６９歳代で安本隆選手及び女子６０～６４歳

代で西宮澄子選手がそれぞれ準優勝を飾りました。 

団体戦予選リーグ 

第１試合 港区 3-0  東大和市  

第２試合 港区 3-0  文京区 

第３試合 港区 3-1  板橋区 

決勝トーナメント 

１回戦 港区 3-0  足立区 

準決勝 港区 3-1  中野区 

決勝戦 港区 3-1  江戸川区 

 

大会に参加して 

           安本  隆選手 

大会前から週一回メンバーが集

まり、練習を重ね技術力と団結力

強化を図ってきたことが、結果的に「優勝」に結びつい 

たものと思います。今年の試合は接戦続きで、参加者 

の応援にも力が入りました。今回の優勝に満足せず、 

次年度以降も頑張りたいと思います。 

 

港区代表選手団 
（監督）山崎通子 

（選手）尾本健一、水原隆仁、長谷川あやか、古田京子 

安本隆、榛名信夫、西宮澄子、岩満美千代 若尾宗孝 

高橋喜治、田中美保 

スポーツフェスティバル東京 

「ラージボール大会」団体優勝までの軌跡  監督 山崎 通子 

 本大会は、東京都スポーツ協会主催で例年９月に開催され、 

40 歳以上の各市区町村代表選手が参加し、男女混成団体戦と

年代別個人戦の２種目で優勝を競い合います。 

港区は2009年から参加していますが、当初はラージ愛好者

も少なくチーム編成が困難であったと記憶しています。 

毎年、「あと１点、、、残念」「あとチョット、、、残念」。しかし参加

を重ねるごとに予選突破を目標とするも、過去１５年間で３位入

賞２回。これがまさしく港区実力の現状でした。 

 連盟でもラージ交流会やラージオープン大会にも力を入れて

きた結果、ついに達成！やっと勝ち取れた 「優勝」でした。 

港区選手団 



例 示

 

 

 

前・後期クラス別団体リーグ戦 

チームが複数チーム申し込む場合 

の申込方法を見直し 
令和６年度後期リーグから適用 

 

 

令和６年度前期リーグ戦（３チーム参加）（前期リーグ戦のクラス及び成績） 

     Ａチーム（①・②・③・④のメンバー編成）・・・１部 （1 位） 

Ｂチーム（⑤・⑥・⑦・⑧のメンバー編成）・・・４部 （２位） 

Ｃチーム（⑨・⑩・⑪・⑫のメンバー編成）・・・6 部 （5 位） 

 令和６年度後期リーグ戦申し込み（１チーム参加） 

     （⑩・⑪・⑬・⑮のメンバーで編成） 

 ■ 令和６年度前期リーグ戦のＡチーム及びＢチームのメンバーが入っていないこと。 

 ■ 令和６年度前期リーグ戦の上位クラスチームのメンバーが入っている場合は、そのメンバー

が出場していたクラスに編成されます。 

 

※ 申込方法により、後期リーグ戦のクラス編成が異なってきます。 

Ａの申込   1 部編成  Ｂの申込   6 部編成 Ｃの申込   4 部編成 

 氏 名 氏 名 氏 名 
  氏 名 氏 名 氏 名 

  氏 名 氏 名 氏 名   

Ａ 
⑩  ⑪ ⑬  

Ａ 
       

Ａ 
      

⑮                   

Ｂ 
       

Ｂ 
       

Ｂ 
⑩  ⑪ ⑬ 

              ⑮     

Ｃ 
       

Ｃ 
⑩  ⑪ ⑬  

Ｃ 
      

       ⑮            

  

Ａ このままの申込であれば、前期リーグＡチームの 1 部に編成。 

 Ｂ Ａチーム（不参加）、Ｂチーム（不参加）で、Ｃチームとして（⑩・⑪・⑬・

⑮）で編成するとの申込であれば 6 部に編成。 

 Ｃ Ａチーム（不参加）、Ｂチームとして（⑩・⑪・⑬・⑮）で編成と記入し、Ｃ 

チーム（不参加）であれば４部に編成。 

連盟事業の中でも前・後期ク

ラス別団体リーグ戦は、多くの

会員の方々に参加頂いている注

目度の高い大会です。しかし、以

前より複数チームが参加してい 

 るチームから、「 Ａチームは他の大会等と重なり出場できない場合には、Ｂチームだけでも出場し

たいが、１チームだと前回リーグ戦のＡチームとみなされ、上位クラスに編成されてしまう。Ｂ

チームのメンバーはリーグ戦に参加したいが、レベル差があるため出場には躊躇してしまう。「 ク

ラス別」にふさわしい対処を望みたい。」との申込みに係る見直し要望が出されておりました。 

 それらを背景として、理事会において協議・検討を行い申込方法の見直しを行いました。 

 

 以下に申込の 例示」を掲載します。 


